
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トリのクチバシの角質はサンドイッチ構造 
～三層構造から予想されるクチバシの成長モデル～ 

 

クチバシは、口の骨を角質が覆った構造で、現代に生きているトリやカメ以外にも、

多くの絶滅動物で獲得されてきたと考えられています。クチバシは多様な形態とそれに

応じた様々な機能を持っており、食性をはじめとする動物の行動生態と密接に関係して

いるため、絶滅動物の生態を理解するためにはクチバシの形を正しく復元する必要があ

ります。しかし、クチバシの角質部分はほとんど化石として残らないため、これまでそ

の形態を知る術はなく、絶滅動物のクチバシの機能を推測することは困難でした。名古

屋大学大学院環境学研究科の 浦野 雪峰 大学院生（当時）、同大学シンクロトロン光研

究センターの 杉本 泰伸 准教授、福岡大学理学部の 田上 響 助教、神奈川県立生命の

星・地球博物館の 松本 涼子 学芸員、福井県立大学恐竜学研究所の 河部 壮一郎 准教

授、北九州市立自然史・歴史博物館の 大橋 智之 学芸員、名古屋大学博物館の 藤原 慎

一 講師は、様々な成長段階のニワトリのクチバシに対し、三種類の全く異なる観察手法

を用いることで、クチバシの角質部分が微細構造の異なる三層で構成されていることを

突き止めました。この三層は、それぞれに成長方向が異なっていることが予想され、そ

れがクチバシの骨部分の形態と角質部分の形態の違いを生む原因となっている可能性を

示しました。本研究で明らかになったクチバシの構造は、絶滅動物のクチバシ形態を解

明するための手掛かりになると期待されます。 

この研究成果は、平成 31 年 4 月 17 日付（日本時間）英国科学雑誌「Journal of Anatomy」

オンライン版に掲載されました。 

なお、この研究は、平成 27 年度から始まった日本学術振興会科学研究費助成事業の

支援のもとでおこなわれたものです。 








